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大
府
商
工
会
議
所

大
府
新
江
工
業
団
地
協
同
組
合

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
府
商
工
会
議
所
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
希
望
に
満
ち
た
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
本
市
の
産
業
振
興
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
を
支
え
、
雇
用

を
創
出
し
、
市
民
生
活
の
豊
か
さ
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
事
業
者

の
皆
様
に
、
改
め
て
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
、本
市
は
市
制
施
行
55
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、「
健

康
と
音
楽
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
制
55
周
年
記
念
式
典
を
は
じ
め
と

し
た
多
彩
な
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
心
身
の
健

康
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
事
業
者
の
皆
様
に
は
、
本
市

と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
に
お
力
添
え
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

本
市
で
は
、
認
知
症
施
策
と
し
て
「
認
知
症
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」

の
全
国
展
開
や
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、
運
転
免
許
更

新
手
続
き
と
の
連
携
強
化
な
ど
、
官
民
一
体
で
「
認
知
症
不
安
ゼ

ロ
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
10
月
に
は
「
健

康
都
市
お
お
ぶ
」
の
新
拠
点
と
し
て
「
大
府
市
健
康
増
進
・
交
流

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
づ
く
り

や
介
護
予
防
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
促
進
す
る
複
合
施
設
で
、

国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
や
企
業
等
と
連
携
し
、
人
生

1
0
0
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
事
業
所
を
訪
問
し
、
経

営
者
の
皆
様
か
ら
経
営
状
況
や
課
題
を
伺
う
「
こ
ん
に
ち
は
、
市

長
で
す
」
を
引
き
続
き
実
施
し
、
現
場
の
声
を
確
か
な
施
策
へ
と

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
に
向
け
た
事
業
や
、
生
産
性
向
上
・
脱
炭
素
経
営
を

促
進
す
る
補
助
制
度
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
連
携
支
援
な
ど
、

実
効
性
の
高
い
取
組
を
着
実
に
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

今
後
も
「
健
康
都
市
お
お
ぶ
」
と
し
て
、
事
業
者
の
皆
様
が
活

力
を
も
っ
て
事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
の
皆
様
が
明
る
く
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
大
府
商
工
会
議
所
に
は
、

引
き
続
き
地
域
事
業
者
の
経
営
基
盤
強
化
と
安
定
化
に
向
け
た
取

組
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
大
府
商
工
会
議
所
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆
様

に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
６
年　
元
旦

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会
頭
に
就

任
し
て
初
め
て
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
改
め
て
私
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
の
重
さ
を
感
じ
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
昨
年
も
国
の
内
外
共
に
不
透
明
で
混
迷
の
度
が
深
ま
っ

た
1
年
で
し
た
。
世
界
で
は
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
保
護
主
義

や
自
国
第
一
主
義
に
よ
る
通
商
政
策
が
経
済
に
大
き
く
影
響
を
与

え
、
ま
た
、
中
国
経
済
の
停
滞
や
景
気
の
減
速
に
も
懸
念
が
高
ま

り
ま
し
た
。

国
内
に
目
を
転
じ
る
と
、
岩
手
県
大
船
渡
市
で
の
大
規
模
な
山

林
火
災
や
大
分
市
佐
賀
関
の
火
災
な
ど
痛
ま
し
い
災
害
が
発
生
し
、

地
域
の
絆
と
支
え
合
い
の
力
が
改
め
て
問
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

昨
夏
の
日
本
の
平
均
気
温
は
、
1
8
9
8
年
の
統
計
開
始
以
来
で

最
高
を
観
測
し
、
気
候
変
動
の
影
響
が
私
た
ち
の
生
活
や
事
業
活

動
に
直
結
す
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夏
の

参
議
院
選
で
は
与
党
が
過
半
数
を
割
り
政
治
的
変
動
が
生
じ
る
中
、

10
月
に
は
憲
政
史
上
初
の
女
性
首
相
が
誕
生
し
ま
し
た
。

一
方
経
済
面
で
は
、
円
安
や
物
価
高
が
続
く
中
、
上
期
の
設
備

投
資
は
好
調
で
日
経
平
均
株
価
が
初
め
て
5
万
円
台
を
記
録
し
ま

し
た
。
訪
日
外
国
人
客
数
も
史
上
最
速
の
9
月
で
3
0
0
0
万
人

を
突
破
。
賃
上
げ
も
2
年
連
続
で
大
幅
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
賃
上
げ
は
、
官
民
挙
げ
た
価
格
転
嫁
の
取
り
組
み
の
効
果
と

も
言
え
ま
す
が
、
中
小
企
業
の
多
く
が
収
益
改
善
を
伴
わ
な
い
中

で
の
防
衛
的
な
賃
上
げ
で
あ
り
、
こ
れ
を
如
何
に
持
続
可
能
な
も

の
に
す
る
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。

日
本
の
経
済
成
長
を
支
え
る
原
動
力
の
一
つ
は
事
業
所
数
で

9
9.
7
%
、
就
業
人
口
で
約
7
割
を
占
め
る
私
た
ち
中
小
企
業
で

す
。
中
小
企
業
の
元
気
無
く
し
て
、
日
本
の
成
長
も
持
続
的
な
賃

上
げ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
加
え
て
、
も
う
一
つ
の
原
動
力
は
地
域
・

地
方
の
活
性
化
で
す
。
大
府
へ
人
や
投
資
を
呼
び
込
む
こ
と
に
よ

り
、
賑
わ
い
を
創
り
地
域
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
行
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
含
め
た

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
す
。
大
府
商
工
会
議
所
は
こ
の
「
中
小
企
業

の
元
気
と
地
域
の
元
気
」
両
輪
の
実
現
に
向
け
て
、
行
政
や
金
融

始
め
関
係
団
体
一
体
と
な
っ
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

「
我
々
は
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
会
員
企
業
・
事
業

所
の
繁
栄
を
市
民
・
地
域
の
繁
栄
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、『
地

域
経
済
の
持
続
的
発
展
』
を
目
指
し
ま
す
。」
こ
れ
は
、
大
府
商
工

会
議
所
憲
章
の
一
節
で
す
。
私
た
ち
経
済
界
の
繁
栄
が
地
域
の
繁
栄

を
牽
引
す
る
と
の
信
念
で
す
。
こ
の
基
本
理
念
を
胸
に
、
新
た
な
成

長
ス
テ
ー
ジ
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
０
２
６
年　
元
旦

大
府
市
長

岡
村 

秀
人

大
府
商
工
会
議
所

会
頭花

井 

宏
基

理
事
長

篠
田
　
耕
一

（
三
力
工
業
㈱
）

副
理
事
長

渋
谷
　
安
博

（
㈱
中
部
オ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
）

理
　
事

川
田
　
展
丈

（
㈲
川
田
工
業
）

〃

尼
子
　
英
稔

（
尼
子
工
業
㈱
）

監
　
事

古 

道
　
　  
健

（
㈱
古
道
工
業
所
）

顧
　
問

松
原
　
大
虎

（
大
翔
電
機
㈱
）

岡 

田
　
　  

明

（
㈲
共
栄
工
業
）

阿
部
　
寛
基

（
㈲
共
和
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所
）

伊
藤
　
篤
志

（
大
洋
化
学
工
業
㈱
）

朝
倉  

洋
一

（
㈱
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
ア
サ
ク
ラ
）

野
浪  

広
隆

（
シ
ナ
ノ
ア
㈱
）

井 

上
　
　  

悟

（
㈱
浅
井
歯
科
技
研
）

小
崎
　
康
弘

（
㈲
大
府
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
）

日 

高
　
　  

章

（
日
多
加
産
業
㈱
）

山
崎  

宏
文

（
タ
ツ
ミ
化
成
㈱
）

青
本 

多
嘉
裕

（
大
天
工
業
㈱
）

日 

高
　
　  

章

（
日
多
加
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
ル
ド
㈱
）

会

頭

花
井
　
宏
基

副
会
頭

安
井
　
伸
友

〃

深
谷
　
啓
治

〃

神
谷 

恵
美
子

〃

松
下
　
直
美

専
務
理
事

下
畑
　
昌
史

常
議
員

相
木
　
　 

徹

〃

青
本 

多
嘉
裕

〃

池
田
　
昭
宏

〃

伊
東
　
真
志

〃

今
西
　
規
裕

〃

植
村
　
光
良

〃

大
和
田 

宏
之

〃

加
古
　
丞
二

〃

加
藤
　
久
德

〃

加
納
　
信
宏

〃

川
畑
　
雅
彦

〃

河
村
　
博
和

〃

小
林
　
英
治

〃

小
林
　
里
江

〃

佐
治
　
秀
樹

〃

佐
藤
　
光
彦

〃

中
岡 

健
太
郎

〃

中
島
　
伸
夫

〃

永
田
　
　 

司

〃

中
村
　
有
孝

〃

中
本
　
和
則

〃

成
田
　
浩
章

〃

成
戸
　
繁
之

〃

新
美
　
善
民

〃

西 

　   

保
幸

〃

日
高
　
　 

章

〃

平
下
　
　 

学

〃

古
市
　
晃
久

〃

星
河
　
年
男

〃

水
野
　
正
士

〃

望
月
　
直
人

〃

山
口
　
　 

健

〃

山
田
　
惠
子

監

事

大
嶋
　
久
邦

〃

村
瀬
　
泰
弘

〃

竹
内
　
良
礼

顧

問

木
村
　
勝
昭

〃

鬼
頭
　
佑
治

参

与

井
上
　
　 

雅

迎　春迎　春

会
員
企
業・事
業
所
の
繁
栄
を

市
民・地
域
の
繁
栄
に

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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半
田
法
人
会
大
府
支
部

支
部
長

三
品
　
富
康

副
支
部
長

加
古
　
丞
二

〃

笹
田
　
栄
治

〃

成
田
　
浩
章

〃

中
本
　
和
則

理
　
　
事

池
田
　
昭
宏

〃

伊
藤
　
頼
一

〃

大
嶋
　
久
邦

〃

加
藤
　
大
雅

〃

神
谷 

恵
美
子

〃

小
森
谷 

尚
久

〃

近
藤
　
健
一

〃

近
藤
　
匡
則

〃

酒
井
　
基
之

〃

座
間
　
裕
史

〃

下
田
　
清
美

〃

鈴
木
　
真
一

〃

中
島
　
伸
夫

〃

永
田
　
　 

司

〃

中
村
　
光
江

〃

服
部
　
啓
子

〃

日
高
　
　 

章

〃

深
谷
　
洋
二

〃

牧
之
瀬
　
昭

〃

水
野
　
正
士

〃

森
下
　
勝
己

〃

森
本
　
　 

忍

〃

山
口
　
　 

健

〃

山
田
　
惠
子

〃

山
田
　
敏
二

〃

渡
辺
　
淳
一

監
　
　
事

平
下
　
　 

学

顧
　
　
問

深
谷
　
啓
治

〃

花
井
　
宏
基

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
1
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
7
月
、
つ
い
に
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ア

リ
ー
ナ「
I
G
ア
リ
ー
ナ
」が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
は
、「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
が
開
園
か
ら
3
年
を
、

「
S
T
A
T
I
O
N
 A
i
」
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
1
周
年

を
迎
え
た
ほ
か
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
祭
典
「
T
e
c
h
G
A
L
A
 

J
a
p
a
n
 2
0
2
5
」、
愛
知
万
博
20
周
年
記
念
事
業
「
愛
・

地
球
博
20
祭
」、
3
年
に
1
度
の
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち

2
0
2
5
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
愛
知

を
訪
れ
、
賑
わ
い
と
笑
顔
に
溢
れ
た
1
年
と
な
り
ま
し
た
。

「
ジ
ブ
リ
パ
ー
ク
」
や
「
S
T
A
T
I
O
N
 A
i
」
を
始
め
、

こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
愛
知
の
力
と
、「
I
G
ア
リ
ー
ナ
」
な

ど
新
た
に
加
わ
っ
た
力
を
原
動
力
と
し
て
、
世
界
と
大
交
流
し
な

が
ら
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
生
み
出
し
、
愛
知
の
更
な
る
飛
躍
に
繋

げ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
、
9
月
に
ア
ジ
ア
最
大
の
平
和
と
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
「
第
20
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
」
が
、
10
月
に
は
ア
ジ
ア
最
大

の
障
が
い
者
の
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
第
5
回
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
」
が
、
い
よ
い
よ
開
幕
を
迎
え
ま
す
。

両
大
会
は
、ア
ジ
ア
各
国・地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

愛
知
・
名
古
屋
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。

県
民
の
皆
様
と
一
緒
に
、
両
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
、
愛
知

を
更
に
元
気
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
2
7
年
の
「
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
年
次
総
会
」、
2
0
2
8

年
の
「
技
能
五
輪
国
際
大
会
」
な
ど
、今
後
も
、愛
知
を
元
気
に
し
、

日
本
を
元
気
に
す
る
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白
押
し
で
す
。

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
世
界
の
情
勢
に
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
着
実
に
進
め
、
日
本
の
成
長
を

牽
引
し
て
ま
い
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
取
組
と
あ
わ
せ
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
・
少
子
化
対
策
を
始
め
、
社
会
基
盤
整
備
や
農
林
水
産

業
の
振
興
、
教
育
、
女
性
の
活
躍
、
医
療
・
福
祉
、
感
染
症
対
策
、

環
境
、
雇
用
、
多
文
化
共
生
、
防
災
・
交
通
安
全
、
東
三
河
地
域

の
振
興
な
ど
、
県
民
の
皆
様
の
生
活
と
社
会
福
祉
の
向
上
、
次
代

の
愛
知
を
担
う
「
人
づ
く
り
」
に
も
全
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、「
日
本
一
元
気
な
あ
い
ち
」、
県
民
の
皆
様
す
べ
て

が
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
「
日
本
一
住
み
や
す
い
愛
知
」、
す
べ
て

の
人
が
輝
き
、未
来
へ
輝
く
「
進
化
す
る
愛
知
」
の
実
現
を
目
指
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
６
年　
元
旦

愛
知
県
知
事

大
村 

秀
章

迎　春

昨年、大府商工会議所青年部は、商工会時代から数えて60周年を迎えました。
そこで、30年前の青年部メンバーと現役メンバーが集まり、世代を超えた座談会を開催。
これまでの活動を振り返りつつ、これからのまちづくりについてもお話いただきました。

Ace株式会社

相談役  笹田 栄治さん
株式会社くるみ

代表取締役  山下 康二さん
株式会社花井組

代表取締役社長  花井 宏基さん

OB（1995年度青年部メンバー）

5
細田会計事務所

代表者  細田 章洋さん
株式会社鐵建

代表取締役  橋本 亮さん
株式会社古田商店

代表取締役  古田 寛明さん

現役（2025年度青年部メンバー）

～おおぶへの想い～

大府商工会議所青年部【特集企画】

新
春
を
迎
え
て
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い
と
思
い
ま
す
。

山
下 

花
井
さ
ん
が
頭
の
中
で
構
想
を

練
ら
れ
て
い
て
、私
た
ち
は
そ
れ
を
聞
き

出
す
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。
参
考

に
し
た
の
が
1
9
8
5
年
に
作
成
さ
れ

た
20
周
年
記
念
誌
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

で
す
。
た
だ
、
20
周
年
記
念
誌
で
は
中

心
市
街
地
の
店
舗
の
改
装
と
い
っ
た
現

実
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
描
か
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
30
年
記
念
誌
で
は
思
い
切
っ

て
未
来
に
飛
躍
し
て
い
く
よ
う
な
壮
大

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と
な
っ
た
の
で
す
。

笹
田 

当
時
は
ま
だ
青
年
部
に
入
会
し

て
2
年
ほ
ど
で
し
た
が
、
花
井
さ
ん
か

ら
パ
ー
ス
を
描
く
技
術
を
見
込
ま
れ
、

「
私
が
思
う
大
府
市
の
未
来
像
を
描
い

て
ほ
し
い
」と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
か
ら
毎
晩
の
よ
う
に
花
井
さ
ん
が
う

ち
の
事
務
所
に
来
て
、「
こ
れ
は
大
変
な

こ
と
に
な
っ
た
」と
思
い
ま
し
た
ね（
笑
）。

大
府
駅
ま
で
向
か
う
商
店
街
を「
ビ
ッ

グ
ウ
ェ
イ
ブ
ス
ト
リ
ー
ト
」
と
命
名
し
、

緑
あ
ふ
れ
る
商
業
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
広
場

を
形
成
。
さ
ら
に
駅
舎
を
高
層
化
し
て

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
ホ
テ
ル
を
開
業
さ
せ
る

計
画
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、
新
し
い
市

役
所
の
庁
舎
な
ど
も
描
き
ま
し
た
。

山
下 

そ
の
後
花
井
さ
ん
は
、現
在
の
愛

三
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
30
周
年
の
記

念
式
典
で
こ
の
構
想
を
プ
レ
ゼ
ン
し
た

ん
で
す
よ
ね
。
ま
る
で
ス
テ
ィ
ー
ブ・ジ
ョ

ブ
ズ
の
よ
う
で
喝
采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

細
田 

そ
う
な
ん
で
す
か
。
単
に
記
念

誌
を
制
作
す
る
だ
け
で
な
く
、皆
さ
ん

の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
行
わ
れ
た
ん
で

す
ね
。

山
下 

私
は
30
周
年
記
念
行
事
の
取
り

ま
と
め
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、当
時
の

小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
に「
2
0
2
5

年 

私
た
ち
の
大
府
こ
ん
な
町
」と
題
し

て
、
未
来
の
大
府
市
を
テ
ー
マ
に
絵
を

描
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

花
井 

当
初
は「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
残

そ
う
」
と
い
う
話
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

30
年
後
の
未
来
に
つ
い
て
描
く
機
会
を

作
る
の
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
30
周
年
記
念
誌
の
制
作
は
大

変
で
し
た
が
、そ
れ
以
上
に
楽
し
か
っ
た

で
す
ね
。

花
井 

30
周
年
記
念
行
事
を
行
っ
た

1
9
9
5
年
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と

言
わ
れ
る
通
り
、大
府
市
周
辺
の
経
済

も
非
常
に
厳
し
い
時
代
が
続
い
た
と
思

い
ま
す
。
大
府
市
内
に
も
大
型
ス
ー
パ
ー

が
相
次
い
で
出
店
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

中
心
市
街
地
の
商
店
街
の
衰
退
が
加

速
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

建
設
業
で
も
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
台

頭
し
、地
域
密
着
型
の
工
務
店
や
そ
れ

を
支
え
て
き
た
職
人
の
多
く
が
廃
業
の

危
機
に
追
い
や
ら
れ
ま
し
た
。

笹
田 

私
自
身
、30
年
前
は「
サ
サ
ダ
ホ
ー

ム
」と
し
て
住
宅
建
築
に
関
す
る
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
的
に

業
態
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

山
下 

私
も
同
じ
で
す
。
建
築
業
が
厳

し
い
状
況
に
陥
る
な
か
で
、
青
年
部
の

つ
な
が
り
を
通
じ
て
介
護
事
業
に
活
路

を
見
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

花
井 

青
年
部
の
活
動
を
通
じ
て
育
ま

30
年
を
振
り
返
り

30
年
先
を
構
想
す
る

大府警察署
大府保健所

2
0
2
5
年  

大
府
駅
前

動く歩道

大府駅
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と
に
し
た
の
で
す
。

古
田 

今
回
の
座
談
会
を
き
っ
か
け
に
改

め
て
30
周
年
記
念
誌
を
拝
見
し
た
の
で

す
が
、
青
年
部
が
主
体
と
な
っ
て
こ
の

よ
う
な
壮
大
な
構
想
を
立
て
て
い
た
こ

と
を
知
り
、本
当
に
驚
き
ま
し
た
。

橋
本 

私
も
同
感
で
す
。
当
時
の
青
年

部
の
皆
さ
ん
が
行
政
の
方
た
ち
と
連
携

し
な
が
ら
、町
の
将
来
像
を
真
剣
に
考

え
て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
し

か
も
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
た
の

が
今
の
私
た
ち
よ
り
も
若
い
30
代
半
ば

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
改
め
て
す
ご

下
畑 

2
0
2
5
年
は
、
大
府
商
工
会

議
所
青
年
部
が
、商
工
会
時
代
か
ら
数

え
て
60
周
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
新

旧
青
年
部
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
お
集

ま
り
い
た
だ
き
、
青
年
部
活
動
や
大
府

に
ま
つ
わ
る
リ
ア
ル
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伺

い
た
く
、
座
談
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

花
井 
ご
覧
の
パ
ー
ス
は
今
か
ら
30
年
前

に
、私
が
青
年
部（
当
時
は
商
工
会
）の

部
長
を
務
め
て
い
た
時
に
、
青
年
部
30

周
年
記
念
誌
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
の

一
部
で
す
。
そ
の
頃
は
バ
ブ
ル
が
崩
壊

し
て
世
の
中
が
と
て
も
暗
い
状
況
だ
っ

た
も
の
の
、50
名
を
超
え
る
部
会
員
が

在
籍
し
て
お
り
、と
て
も
活
気
が
あ
り

ま
し
た
。

山
下 

当
時
の
会
員
は
駅
前
商
店
街
の

店
主
や
建
設
業
の
経
営
者
が
多
か
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
会
員
同
士
の
交

流
も
盛
ん
で
、
町
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

花
井 

平
成
に
な
っ
て
大
府
市
商
工
会

は
会
議
所
へ
と
組
織
が
変
わ
り
、
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
、行
政
へ
の
提
言
・

要
請
と
い
っ
た
取
り
組
み
な
ど
も
増
え

て
い
き
ま
し
た
。

笹
田 

時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、今
年

は
2
0
2
6
年
。30
年
前
に
想
い
描
い
た

2
0
2
5
年
は
明
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

花
井 

そ
う
で
す
ね
。
あ
の
企
画
は
、あ

る
講
演
会
で
知
立
の
青
年
部
が
駅
前
の

再
開
発
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
こ
と
を

知
り
、私
た
ち
も「
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り

深
く
関
わ
る
べ
き
だ
」と
い
う
想
い
か
ら

始
ま
っ
た
の
で
す
。
当
時
は
1
9
9
7

年
の「
あ
い
ち
健
康
の
森
」の
完
成
を
控

え
て
お
り
、「
年
間
1
0
0
万
人
が
来

場
す
る
」と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
な
れ
ば
当
然
駅
周
辺
を
再
開
発
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
、青
年
部
な
り

の
30
年
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
い
て
み
る
こ

30
年
の
時
を
超
え
て
O
B
と
現
役
が
語
る

1
9
9
5
年
に
制
作
さ
れ
た

30
年
後
の
お
お
ぶ
の
未
来

ビッグウェイブストリート
駅前から続く、緑あふれる商業コミュニティー広場

BIG WAVE STREET

動く歩道

大府駅

お
お
ぶ
へ
の

と

想
いの

こ
れ
か
ら

青
年
部

1995年に作成した
 「大府市商工会青年部 30周年記念誌」より
30年後の大府予想図（パース）



花
井 

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で

す
ね
。
私
た
ち
は
大
府
市
で
生
ま
れ
育

ち
、
ず
っ
と
こ
の
町
の
変
遷
を
見
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
仕
事

と
生
活
が
一
体
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に「
30
年
後
の
町
を
ど
う
す
べ

き
か
」を
リ
ア
ル
に
空
想
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
今
の
青
年
部
の
皆
さ
ん

は
外
か
ら
移
り
住
ん
で
き
た
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
の
で
、「
仕
事
と
暮
ら
し
が

別
々
に
な
っ
て
い
な
い
か
」
と
い
う
の
は

少
し
気
が
か
り
な
点
で
は
あ
り
ま
す
。

細
田 

確
か
に
そ
う
い
う
側
面
は
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
こ
の
地
域
で

ず
っ
と
暮
ら
し
、
町
を
支
え
て
き
た
先

輩
方
の
想
い
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
を
提
言
し
て
い
け
る

よ
う
に
意
識
し
て
い
き
た
い
で
す
。
個

人
的
に
は
こ
れ
か
ら
を
担
う
若
手
経
営

者
が「
大
府
市
で
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
場
所
や
機

会
を
作
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

花
井 

そ
う
い
う
発
想
が
大
事
だ
と
私

も
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、若
い
子
ど
も
た

ち
が「
大
府
市
の
駅
前
で
ケ
ー
キ
屋
さ

ん
を
開
き
た
い
」と
い
っ
た
夢
を
描
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。

古
田 

私
た
ち
青
年
部
の
役
員
に
は
任

期
が
あ
り
、基
本
的
に
は
単
年
度
で
役

職
者
が
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
、
今
取
り

組
ん
で
い
る
政
策
提
言
に
つ
い
て
は
、「
絶

対
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
い
う
強
い
使
命
感
を
持
っ
て
い
ま

す
。
令
和
4
年
度
に
会
長
を
務
め
た

橋
本
さ
ん
の「
こ
の
政
策
提
言
は
5
年

を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
ぞ
」と
い
う

号
令
の
も
と
、今
年
か
ら
政
策
提
言
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、来
年
度
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

花
井 

そ
の
視
点
は
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。
青
年
部
の
取
り
組
み
を
一
過
性
の

打
ち
上
げ
花
火
に
は
し
て
ほ
し
く
な
い

で
す
。
先
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
本

当
に
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
現

在
の
青
年
部
は
か
つ
て
の
よ
う
な
行
政

と
の
強
い
つ
な
が
り
が
あ
る
わ
け
で
は
な

く
、イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
す
る
の
が

難
し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

大
府
商
工
会
議
所
や
女
性
会
、行
政
な

ど
と
の
連
携
が
図
り
や
す
く
な
る
よ
う

な
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
な

ど
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
。

笹
田 

30
年
前
に
部
長
と
し
て
青
年
部

を
牽
引
し
た
花
井
さ
ん
が
、
大
府
商
工

会
議
所
の
会
頭
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

初
代
会
頭
は
磯
谷
さ
ん
、
続
い
て
伊
東

さ
ん
、遠
藤
さ
ん
、木
村
さ
ん
、そ
し
て

鬼
頭
さ
ん
と
重
鎮
が
会
頭
を
務
め
ら

れ
た
わ
け
で
す
が
、
大
府
生
ま
れ
で
大

府
育
ち
、し
か
も
バ
リ
バ
リ
の
青
年
部

の
活
動
家
が
30
年
の
時
を
経
て
会
頭

に
就
任
す
る
。
こ
れ
は
大
府
商
工
会
議

所
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
花
井
さ
ん
と
一
緒
に

汗
を
流
し
て
活
動
し
た
我
々
と
し
て
は
、

大
府
が
さ
ら
に
元
気
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
確
信
じ
み
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。

細
田 

私
た
ち
も
青
年
部
の
大
先
輩
で

あ
る
花
井
さ
ん
が
会
頭
に
就
任
さ
れ
て

今
後
の
活
動
を
続
け
て
い
く
う
え
で
と

て
も
大
き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

花
井 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
期
待
に
沿
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
私
た
ち
O
B
か
ら
青
年

部
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
い
の
は
、「
自

分
た
ち
が
手
に
し
た
果
実
を
次
世
代
に

つ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

青
年
部
の
活
動
を
ご
自
身
の
ビ
ジ
ネ
ス

に
生
か
す
だ
け
で
な
く
、ま
ち
づ
く
り

に
対
し
て
時
間
や
労
力
を
投
資
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
私
た
ち
を
は
じ
め
、こ

れ
ま
で
の
歴
代
の
青
年
部
の
皆
さ
ん
が
、

地
域
の
未
来
の
た
め
に
種
を
ま
き
、
木

を
育
て
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
果
実
を
得

た
皆
さ
ん
の
力
で
、
今
度
は
こ
の
地
に

種
を
ま
き
、立
派
な
木
を
育
て
て
も
ら

い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

古
田 

大
府
市
に
移
り
住
ん
で
か
な
り

の
年
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
改
め
て
と

て
も
住
み
や
す
い
町
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
子
ど
も
た
ち
が
学
校

に
通
う
よ
う
に
な
り
、か
つ
て
花
井
さ
ん

が
こ
の
町
に
抱
い
て
き
た「
子
ど
も
た
ち

に
よ
り
良
い
町
を
残
し
た
い
」と
い
う
想

い
は
年
を
追
う
ご
と
に
強
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
座
談
会
を
き
っ
か
け

に
、花
井
さ
ん
た
ち
の
想
い
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
ぎ
、青
年
部
の
会
員
の
皆
さ

ん
と
手
を
携
え
な
が
ら
し
っ
か
り
と
次

世
代
に
向
け
た
種
ま
き
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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一
過
性
の
イ
ベン
ト
で

終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く

想
い
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
事

先
輩
方
が
今
の
私
た
ち
よ
り
も

若
い
頃
に
壮
大
な
構
想
を
掲

げ
、
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
改
め
て
知
り
、
深

い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
今
回

の
座
談
会
を
通
じ
て
、
先
輩
方

が
積
み
重
ね
て
き
た
想
い
を
受

け
継
ぎ
、
次
へ
と
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。
青
年
部
は
単
年
度
制
の
た

め
、
そ
の
時
代
ご
と
に
活
動
内

容
や
取
り
組
み
方
も
異
な
り
ま

す
。
し
か
し
、ど
の
時
代
の
先
輩

方
も
地
域
の
発
展
を
願
い
、
行

動
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

60
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て

き
た
青
年
部
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

青
年
部  

会
長  

古
田 

寛
明

座

会
談

を

終

て
え

司会：下畑 昌史 専務理事

が
無
料
に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
興
味
を

持
ち
ま
し
た
ね
。
以
来
、ず
っ
と
住
み
続

け
て
い
て
、
来
年
に
は
大
府
市
が
人
生

で
一
番
長
く
暮
ら
し
た
町
に
な
り
ま
す
。

花
井 

そ
う
で
す
か
。
3
人
と
も
大
府

市
に
移
り
住
ん
だ
方
な
ん
で
す
ね
。
大

府
市
の
発
展
が
若
い
世
代
の
人
た
ち
を

吸
い
寄
せ
た
と
い
う
点
で
と
て
も
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、

青
年
部
で
一
緒
に
過
ご
し
た
同
世
代
の

経
営
者
た
ち
の
多
く
が
廃
業
や
倒
産
に

追
い
込
ま
れ
て
き
た
状
況
を
見
る
と
、

外
か
ら
人
や
企
業
を
呼
び
込
む
こ
と
ば

か
り
に
目
を
向
け
て
い
て
も
い
け
な
い
気

が
し
ま
す
。

山
下 

確
か
に
そ
う
い
う
面
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
た
ち
が
青
年
部
と

し
て
活
動
し
て
い
た
頃
は
、
会
員
同
士

で
支
え
合
う
文
化
が
色
濃
く
残
っ
て
い

た
と
感
じ
ま
す
。
と
て
も
強
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
の
青
年
部
は

ど
う
で
す
か
？

古
田 

先
輩
方
の
時
代
と
は
だ
い
ぶ
様

子
は
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
以
前

に
比
べ
て
会
員
数
が
伸
び
る
な
ど
、
昔

の
活
気
が
戻
っ
て
き
て
い
る
感
じ
が
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
的
に
辞
め
た
方

も
出
ま
し
た
が
、
以
降
は
お
祭
り
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
も
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、

2
0
2
4
年
か
ら
は「
大
府
道
」
と
い

う
名
称
で
、新
入
会
員
に
向
け
て
青
年

部
の
活
動
内
容
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
取

り
組
み
な
ど
も
開
始
し
ま
し
た
。
委
員

会
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、こ
れ
ま
で
に

な
い
絆
や
結
束
力
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

橋
本 

最
近
で
は「
風
交
流
会
」と
い
う

新
た
な
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
府
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
互
い
の
交
流
を
深
め

る
た
め
の
意
見
交
換
の
場
で
す
。

細
田 

2
0
2
5
年
6
月
に
は
、
50
歳

以
下
の
市
役
所
の
職
員
15
名
に
参
加
い

た
だ
き
、
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
を
加
え

た
総
勢
40
名
ほ
ど
で
飲
み
会
兼
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
8
つ
の
テ
ー

ブ
ル
に
分
か
れ
、
駅
前
開
発
や
道
路
整

備
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
ま
で
市
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
そ
の
議
論
の
結
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
青
年
部
全
員

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
し

て
お
り
、こ
れ
ら
の
意
見
を
集
約
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
提
言
の
骨
格
を

今
年
度
中
に
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

れ
た
忍
耐
力
や
友
人
関
係
が
生
か
さ
れ

た
例
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親
か
ら

受
け
継
い
だ
職
業
と
は
全
く
異
な
る
分

野
で
新
た
な
勝
負
に
出
て
、真
の
意
味

で
自
立
し
て
い
く
。
相
当
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

細
田 

な
る
ほ
ど
。
日
本
の
経
済
全
体

が
停
滞
す
る
中
、青
年
部
で
の
経
験
を

生
か
し
な
が
ら
、
変
化
を
恐
れ
る
こ
と

な
く
時
代
に
応
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開

さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
ね
。
ち
な
み
に

私
た
ち
現
役
員
の
3
名
は
大
府
市
出

身
で
は
な
く
、
近
隣
の
市
町
か
ら
移
り

住
ん
で
き
ま
し
た
。
私
が
こ
の
地
を
選

ん
だ
の
は
、
通
勤
な
ど
の
利
便
性
の
良

さ
に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。

古
田 

私
は
結
婚
を
き
っ
か
け
に
夫
婦
で

住
む
場
所
を
検
討
し
た
際
、人
口
増
加

が
続
い
て
い
る
点
に
惹
か
れ
ま
し
た
。
ビ

ジ
ネ
ス
を
す
る
う
え
で
安
心
だ
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

橋
本 

私
の
場
合
、
子
ど
も
の
医
療
費
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30年前に小学生が描いた 『2025年 私たちの大府こんな町』

子どもの頃、自然や鉄道が好きだったので、そ
れを絵にしたのだと思います。大府は立地や
交通の便がよく、公園も整備されていて、この
町で良かったと感じることが多いです。今後は
もっと独自色を出して、大府にしかないもの・
体験できないことがたくさんある町になっていく
ことを願っています。

櫻井 俊輔さん

みどりの町、大府市
作品の記憶はあまりないですが、今見ると
好きだった映画や漫画の影響を感じます。
現在は関東に住んでいますが、大府市は名
古屋と豊田をつなぐ町として、派手さはな
いけれど住みやすいところだと思います。
これからもさまざまな境遇の人たちが安心
して暮らせる町であってほしいです。

平松 慎吾さん

創造する街
当時、太陽光発電が未来のエネルギーにな
ることを知り、母と一緒にいろいろ調べな
がら描いたことを覚えています。想像した
クリーンエネルギーの町になるにはまだま
だ時間がかかりそうですが、将来、私と同じ
ように子どもたちにとっても暮らしやすい
大府市であってくれたらうれしいです。

尾関 琴美さん

クリーンエネルギーの大府市

1995年に大府市商工会青年部30周年記念事業として行われた絵画コンクール『2025年 私たちの大府こんな町』。30年後の未来
を描いた作品の制作からちょうど30年が経過した今、当時小学生だった優秀作品受賞者にコメントをいただきました。

大府市長賞 大府市議会議長賞 大府市商工会会長賞
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大府金融協会

三菱ＵＦＪ銀行

半田信用金庫

大垣共立銀行

碧海信用金庫

あいち知多農業協同組合

岡崎信用金庫

あ い ち 銀 行

名 古 屋 銀 行

知多信用金庫

西尾信用金庫

十 六 銀 行 愛知県中小企業共済 検索

安心をお手軽に備える！ つのがん共済

0120-00-9967

・がん診断一時金 万円

・がん治療月補償 手術・放射線治療・抗がん剤治療）

がん総合共済 １口あたり 月掛１ ５００円

がん医療共済 １口あたり 月掛２ ０００円

月額 万円を最大 回まで補償

この広告は商品内容の一部を抜粋しています。詳細はパンフレット等でご確認ください。

義造園
大府市月見町1-73
☎0562-40-9146

庭jun㈱
大府市吉田町5-147
☎0562-51-1330

坂田造園
大府市共和町1-7-16
☎0562-46-4566

㈲知北グリーンサービス
大府市桜木町5-287
☎0562-48-5755

冨田造園㈱
大府市共栄町4-3
☎0562-46-1128

大府造園土木㈲
大府市半月町3-184-3
☎0562-46-2837

大府修景建設㈱
大府市桃山町2-69
☎0562-48-1114

大府市江端町3丁目9番

業務の省力化や効率化を実現す
るために、自社業務に適切なIT
ツールの選定、導入の知識の習
得を学ぶ2日間のセミナーを開
催し、各6名が参加しました。
初日は、ITツールの種類や導入の
メリットについて学び、現状の「問題」「原因」「解決法」を明
確化することで導入失敗を回避できることが分かりました。
2日目はパソコンを使った演習にてMicrosoft Copilot（生
成AI）、Power Automate（無料RPA）、@Pocket（ノー
コードツール）の3種を操作体験し、既存業務の自動化・効
率化を図るために有効であることが理解できました。

大府ビジネスカレッジ
「低コストのノーコードツールでカンタン業務改革」を開催
日　時  11月4日（火）、11月25日（火）、14：00～17：00
場　所  当所3階ホール
講　師  ㈱東京ナレッジプラン  伊藤 彰規 氏

日　時  11月15日(土)  9：00〜13：00  場　所  半田商工会議所

今回で第78回目となる全知多珠算競技大会および2025全国そろばんコンクール知多地区
大会（主催：日本珠算連盟半田支部・大府支部）が、半田商工会議所にて行われました。小学校
1年生から中学校3年生まで、総勢78名の選手が日頃の成果を発揮しました。なお、大府支部
の皆さんの結果は、下記のとおりです。（敬称略）

第78回全知多珠算競技大会

【個人競技】 小学校3年生の部 3位 緒方 梨乃 3位 野村 昊未 小学校5年生の部 2位 立道 海晴 中学生の部 3位 小林 奏太

令和7年度 日商簿記検定 統一試験施行日

※お申込みは、大府商工会議所ホームページからお願いします。
受験料  2級 5,500円 ／ 3級 3,300円

回　数 試験日
第172回 令和8年2月22日（日）

級 受付期間（ネット受付のみ）
2〜3級 令和8年1月6日（火）～1月23日（金）

愛知県特定最低賃金改正のお知らせ
発効日  令和7年12月16日（火）

最低賃金名 時間額 発効日
愛知県最低賃金 1,140円 令和7年10月18日（土）

【特定最低賃金】
最低賃金名 時間額 発効日

製鉄業、製鋼・製鋼圧延業、鋼材製造業 1,175円 令和7年12月16日（火）輸送用機械器具製造業 1,146円

第44回会頭杯ゴルフコンペ開催のお知らせ

日　時  3月24日（ 火 ）8：15集合（8：45ス タ ート）　
会　場  中京ゴルフ倶楽部 石野コース
プレー代  26,130円（消費税込）当日払い※1

　　　　　※1 クレジットカード清算のみとなります。

参加費  3,000円　 年会費  1,000円※2

※2 参加費と年会費は3月12日（木）迄に商工会議所窓口へお支払い下さい｡

競技方法  ダブルペリア　定員10組（40名）
《定員に達し次第、締め切りとさせていただきます。》
申　込  2月20日（金）までにお申し込み下さい。　
主　催  大府商工会議所ゴルフ委員会

中京テレビ・ブリヂストン
レディスオープン2025
開催コースでプレイでき
ます！



※上記相談は、開催前日の午前中までに、必ずご予約下さい。（ご予約がない場合は、開催されません。）

日　時  1月20 日（火） 10：00 〜12：00
相談員  日本政策金融公庫 熱田支店

　　　 国民生活事業　担当者

日本政策金融公庫金融相談
日　時  1月27 日（火） 13：30 〜15：30
相談員  愛知県信用保証協会

　　　 経営支援部　担当者

愛知県信用保証協会金融相談

日　時  1月9日（金） ❶13：30〜 ❷14：00〜 ❸14：30〜 ❹15：00〜 相談員  税理士・公認会計士
税務経理相談

 （事業再構築補助金、持続化補助金、市補助金など）
日　時  1月15日・22日の木曜日 ❶13：00～ ❷14：00～ ❸15：00～ ❹16：00～　 相談員  中小企業診断士

事業環境変化対応各種支援策申請サポート個別相談

無　料

要予約

中小企業相談所まで、ご相談下さい！

☎（0562）47-5000
定例個別相談のご案内
開催場所  当所 1階相談室

事業継続力強化計画 個別相談会
日　時  1月21日（水） 14：00〜16：00
相談員  損害保険ジャパン

開催場所  当所1階相談室

要予約

12OBU  JANUARY  2026［印刷所］ 西濃印刷株式会社

日　時  1月14 日（水）
　　　   1月28 日（水）
　　　   13：00 〜16：00
開催場所  当所 1 階相談室
相談員  （公財）住宅リフォーム・

　　　   紛争処理センター
　　　   増改築相談員

住宅修繕相談

※住宅修繕相談は予約不要です。

ご融資のご相談は事業資金相談ダイヤルまで


